
令和７年 10月６日 

(公財)大田区産業振興協会 

 

大田区勤労者共済システムに関するプロポーザルについて（募集概要） 

 

１ 目的 

公益協会法人大田区産業振興協会（以下、「協会」）という。）が実施する大田区勤労者共済

事業において運用している会員管理及び事業受付業務に付随したデータ管理に使用する情報シス

テム（以下「本システム」という。）について、セキリュティ強化及びＢＣＰ対策の一環とし

て、クラウド化を行うとともに、次の内容を満たす新たなシステムを調達する。 

（１）開発、運用及び保守に係る経費の最小限化 

（２）会員サービスの利便性の向上 

（３）業務遂行における効率化及び省力化 

 

２ 委託内容 詳細は仕様書の通り 

本システムの開発及び導入に必要な作業を行うこととする。協会の意向を尊重し、十分協議し

ながら行うこと。本システムの具体的な要件としては、会員事業所及び会員の管理機能、会費管

理機能、福利厚生管理機能、給付管理機能を有し、窓口業務に対応しているとともに、全利用者

（事務局・加盟事業所・会員）がそれぞれの専用サイトでログイン認証し、インターネット上で

申請・申込・通知ができるものとする。 

これに先立ち、本業務委託では、現行業務の可視化、システム導入に向けた業務整理、及び業

務・システム FIT&GAP分析を実施し、円滑なシステム移行と業務最適化を目的とした運用設計業

務を実施する。 

また、システム導入後、保守・運用契約を行う際には、システムの保守及び運用や、トラブル

発生時に対応できるよう、システムが安定稼動するように体制を整えておくこと。 

 

※参考：会員規模（2025年３月 31日時点） 1,252事業所 会員 3,837名 

 

３ 資格要件 

  受託業務を効果的かつ効率的に実施することが出来る者であり、委託事業を的確に遂行する

に足りる能力を有し、以下の要件すべてを満たしている必要があります。 

（１）公益財団法人大田区産業振興協会契約事務規程に規定する欠格事業及び入札参加禁止項目

に該当していないこと。 

（２）大田区競争入札参加資格者指名停止期間中にない者。 

（３）会社更生法及び民事再生法等による手続きをしていないこと。 

（４）本業務を的確に遂行できる能力を有し、適正な経理執行体制を有する者。 



 

 

４ 開発期間・委託費の上限 

（１）システム開発期間及び年度毎の契約について 

No. 年度 内容 時期 

① 令和７年度 
運用設計 

システム開発（一部） 

令和７(2025)年 11月から 

令和８(2026)年３月まで 

② 令和８年度 

システム開発（残り） 

テスト稼働・システム導入・研

修 

令和８(2026)年４月から 

令和９(2027)年３月まで 

③ 令和９年度 本稼動・保守 令和９(2027)年４月から(予定) 

※①・②システム開発については、令和８年度（契約締結日から令和９年 3 月 31 日まで）での

完成を目指し、令和７年度における開発は先行して可能な内容について実施するものとする。 

※③システム保守等の運用業務は令和９年４月１日から契約することを予定する。 

 

（２）委託費の上限 

① 令和７年度 8,212,820円（消費税含む）  

② 令和８年度 9,405,000円（消費税含む） ※予算編成額 

 

５ 提出書類（データ） 

次の内容について指定のフォームからデータで提出すること。なお、（１）提案書、（２）見

積書については正本・副本の２種類のデータを提出するものとする。 

①正データ 法人名・住所などが特定できるデータ 

②副データ 法人名やそれが特定できる記述部を削除（空欄にする）又はマスキング（塗りつ

ぶしをする）すること。ロゴマーク等がある場合も同様の処理を施すこと。 

（１）提案書（Ａ４サイズ横） 

別紙の仕様書に基づき、次の内容について企画提案書を作成し、提出すること。 

① システムの構成 

② スケジュール 

③ 実施体制、運用・サポート体制 

④ セキュリティ対策、障害時の対応、業務継続性の確保（災害時等） 

⑤ 企業概要（資本金、経歴、従業員数が分かるもの） 

⑥ 導入実績 

（２）最新の納税証明書 

（３）見積書 

仕様書に基づき、次ページ別表の項目ごとの金額と総額を提示すること 



  別表 

令和７年度見積書 

１ 運用設計 要件定義、FIT＆GAP、フローチャート等の内容 

２ システム開発（一部） 
オプション・カスタマイズなど（項目ごとに記載する） 

※先行して実施可能な内容について提示 

３ その他 必要に応じて 

令和８年度見積書（参考） 

１ パッケージ導入費 提案するパッケージシステムに係る費用 

２ システム開発（残り） オプション・カスタマイズなど（項目ごとに記載する） 

３ データ移行 
現システムから抽出したデータの移行 

（データクリーニング・データ変換含む） 

４ その他 必要に応じて 

令和９年度見積書（参考） 

１ 保守・運用 
ＯＳ、ミドルウェア、アプリケーションソフトウェア等

のアップデート、ウイルス対策含む 

２ その他 必要に応じて 

 

６ プロポーザル選考の流れ 

・申込期限：令和７年 10月 10日（金）17時まで   

※申込みフォームから申込ください。 

・提案書（データ）提出期限：令和７年 10月 17日(金)17時まで 

※理由を問わず、提出期限以降においては、提案内容の変更は認めません。 

・プロポーザル日時（書類選考通過者のみ）：令和７年 10月 28日(火) 午前中を予定 

 ※場所は大田区産業プラザ内（東京都大田区南蒲田１丁目 20-20）で指定する。 

 ※プレゼンテーションは 15分程度、質疑 10分程度 (１社あたり計 25分程度) 

・結果通知：令和７年 11月上旬を予定 

 

（４）評価項目（以下のような項目で評価する予定です） 

①提案内容 

・[機能性]仕様を満たした提案か。 

・[工程管理]制作工程・スケジュールが明確で業務の完遂が見込めるか。 

・[業務遂行能力]人員配置等、適切に業務を遂行できる実施体制か。 

・[情報セキュリティ]個人情報保護をはじめとする情報セキュリティの意識が十分であるか。ISMS

（情報セキュリティマネジメントシステム）認証を取得しているか。 

・過去に類似する業務実績を有しているか 

②企業に対する信頼性 

・プレゼンテーションの内容が論理的でわかりやすいか。 



・企業としての強みや特徴が端的に伝わり、他社との違い・差別化できる点に優位性があるか。 

・質疑に対しての回答が誠実であり、疑問点を払拭できる回答であるか。 

・取り組み意欲が感じられ、委託先として信用に値する企業であるか。 

・責任者又は担当者がプレゼンテーションを行っており、準備から納品まで円滑に対応できる人員

体制が整っているか。 

 

７ その他 

プロポーザル全般にかかる経費については、各企業の負担とする。 

以上 

                                     

【問合わせ先】 

公益財団法人大田区産業振興協会 

PiOフロント・勤労者共済係 

Email：kinro@pio-ota.jp 

電話番号：03(3733)6107 

 


